
国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 海外教育連携拠点 インドネシアオフィス
インドネシアオフィスに常駐スタッフ配置のためのNAISTインドネシア

同窓会との委託契約を成立させたことにより、本学修了生をインドネ
シアオフィスの常駐スタッフとして配置し、現地での就職・留学フェア
等において現地の言語で広報活動を行うことが可能となった。

○ 多様な教職員及び外国人留学生の受入れ
国際公募による教員の採用や、海外で通算1年以上の教育研究経

験を重視した選考、教員の長期海外派遣事業等の継続的な取組に
より、多様な教職員を確保している。また、日本留学フェアへの参加
や、学術交流協定校での学生募集活動を積極的に行い、外国人留
学生が特定の国に偏ることなく、東南アジアを中心としつつも、世界
33カ国・地域（平成30年3月現在）からの受入れ、質の高い多様性を
確保している。

ガバナンス改革関連

教育改革関連

○ 「１研究科」への移行

これまでの３研究科の教育カリキュラムを基盤としつつ、社会的要請
に応える先端３分野に関わる融合領域教育カリキュラムを柔軟かつ
タイムリーに構築できる体制とするため、３研究科３専攻を統合し、１
研究科１専攻へ平成30年度から改組することを決定した。１研究科

の教育では、先端科学技術の専門性と幅広い視野を持つグローバ
ル人材を育成するため、世界レベルの研究力を持つ教員が、これま
での研究科の枠を越えて集まり、社会が求める専門性と広い視野を
身につける教育、異分野連携・融合教育などを展開する７つの教育
プログラムを設けることとした。

５．取組内容の進捗状況（平成２９年度） 【奈良先端科学技術大学院大学】

〈 タイオフィス開設記念シンポジウム 〉

〈 1研究科への移行 〉

〈 インドネシア人常駐スタッフによる広報活動〉

〈 日本留学フェアでの活動 〉

○ 海外教育連携拠点 タイオフィス
タイ大学連絡会（JUNThai）に参加し、タイにおける教育研究機関と

のネットワークを構築するとともにスーパーグローバル大学創成支
援事業の一環として、9月にバンコクにおいてタイオフィス開設記念

シンポジウムを開催し、同国における本学の教育研究活動のプレゼ
ンスを高めた。また、本学修了生との連携を通し、トップクラス大学
(チェンマイ大学)と新たに学術交流協定を締結した。

○ 海外FD研修の実施
授業見学と担当教員やTAとの授業後面談を通して、PBL、アクティ
ブ・ラーニング、TAの役割等について学び、学生の主体的な学修を

促進する教育プログラムの構築につなげた。また、学内報告会や各
研究科でのFD研修会を通して、本学構成員へのフィードバックを行
うなどして、教員の教育能力向上に取り組んだ。

〈 海外ＳＤ研修報告会 〉

○ 事務職員の高度化
英語研修や海外SD研修を継続的に実施することにより、本学が
掲げる外国語力基準（TOEIC 750点以上）を満たす専任職員数
の実績（平成30年3月時点で37名）は構想調書で掲げた当初の
目標を着実に達成しており、平成29年度には外国語力基準を満

たす専任職員を事務局の全ての課・室に配置することを実現した。
このことは平成29年度スーパーグローバル創成事業の中間評価

結果においても高く評価されている。また、研修内容を改善した
英語研修を継続的に実施することにより、職員TOEICスコアの全
体的な底上げも行われている。



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ １研究科に向けた広報活動
2018年版英語版大学ガイドブック及び研究室紹介については、平
成30年度からの１研究科体制を踏まえ、所要の改訂を行った。また、
1研究科体制が特に留学生にとっていかに魅力的なものであるかを
アピールするために12月には１研究科移行の日本語版に対応する

英語版リーフレットを作成し、海外の各機関や海外オフィスで配布し、
情報提供を行った。加えて、英語版ウェブサイトについても平成30年
4月からの１研究科を踏まえて改修を進めるとともに、11月には英語

版ウェブサイトに１研究科の説明に特化した専用ページを設けて、
留学希望者や留学生が必要とする情報へ容易にアクセスできるよう
にした。

○ 地域とも連携した異文化混在グローバルキャンパスの拡充

構成員間及び地域住民との国際交流を促進するためのグローバル
キャンパスイベントとして、「NAIST Tea Time」を継続して実施して
おり、平成29年度は7月6日（第13回）と、12月15日（第14回）を開催
した。そのほか、平成30年1月に実施した国際交流懇話会（留学生
懇話会）では、参加者数は過去最高の321名を記録するなど、留学

生支援団体・自治体関係者と本学の留学生、外国人研究者、教職
員との交流の促進に大きな役割を果たしている。

○ 留学生のキャリアパス支援

日本企業から高い日本語能力を求められることがあるため、国内外
の日本企業への就職を希望するものについては、日本語能力試験
N1~N2取得に受けた対策講座を実施した。留学生と企業の橋渡し

をするジョブフェアを学内で開催。ベンチャーの立ち上げに関心のあ
る学生向けに、外部機関と連携してビジネススタートアップセミナー
を開催するなど、幅広いキャリア支援を行った。

〈 グローバルキャンパス・イベント 〉

○ ダブル・ディグリー・プログラムの取組の強化
平成30年2月に本学のダブルディグリープログラムガイドラインを策
定し、教育の質の保証に努めるとともに、平成29年度は本学で初と

なるダブルディグリープログラム修了学生に博士の学位授与を行っ
た。特に本学から派遣したポール・サバティエ大学との国際共同指
導によるダブルディグリープログラム修了生が2018年3月の学位記

授与式において２名ともに最優秀学生賞に選ばれるなど、取組の成
果が上がっている。

また、ダブルディグリープログラムの取組をさらに強化するため、ドイ
ツ・ウルム大学とのダブルディグリープログラムに関する協定書を締
結（2017年7月）するとともに、平成30年3月のフランス・パリサクレー

大学訪問では、同校とのダブルディグリープログラム協定の新たな
締結につなげることができた。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

〈留学生・外国人研究者支援センター（CISS）〉

【奈良先端科学技術大学院大学】

〈 １研究科特設ウェブサイト 〉

○ 留学生・外国人研究者支援体制の強化
留学生・外国人研究者支援センター（CISS）の体制を強化し、学内広

報を行った結果、多くの相談に対応できたことにつながった（支援件
数：762件）。また、構想調書で計画していた外国人教員採用を後押
しするためのPartner Opportunities Program （POP）や、NAIST 
International Student Ambassador (留学生生活相談) を制度化し、

情報提供を開始するなど新たな外国人研究者や留学生の生活支援
の拡充を行うことができた。

〈 英語版研究室紹介〉

〈 学位記授与式 (2018年3月) 〉

〈 １研究科移行リーフレット〉


